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大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 Refine　より良いクラブへ 」

（2ページに続く）

ロータリー財団月間

17日の日曜日に開票された兵庫県知事選挙にて斉藤
前知事が再選されました。既存の大手メディアの報道を
見る限り再選は無理だと推測していましたが、その反対の
結果に驚きました。これは市民が既存大手メディアよりネ
ット配信を信用して行動した結果です。今まで既存大手メ
ディアの報道の方向性を覆すまで現実を動かしたことは
なかったように記憶しています。政治や選挙のあり方が
変わる転換点になったと感じた選挙でした。
続いて紹介している加藤諦三氏の「早稲田大学最終講
義」の内容の続きです。最近の青少年の凶悪事件は非社
会的意識に基づく反社会的行動です。犯行を犯す彼らに
は人間関係が築かれていません。であると社会への帰属
意識、家に対する帰属意識が育っていません。家族に対
する思い入れがない状況です。動機を解明しようにも動
機がないように思われます。
「太陽が眩しかったから人を殺した」という内容のフラ
ンスの作家のアルベール・カミュの小説「異邦人」の世界
が現実化してきた時代になったと加藤氏は言います。

限りなき道ロータリー カチューシャの歌
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担当：浅見会員 担当：浅見会員　

12月3日（火）

そのカミュが「学ぶことには順序がある。生きること
を学んでから、考えることを学ぶべきだ」と言っていた
そうです。現代の教育では“考える力”が大切に思われ、
その能力を伸ばすことに懸命になっていますが、その前
に“生きる”という自明の世界（常識）を学んでから“考え
ること”を学ばないとおかしいことになってしまうと分析
されています。

年次総会
高血圧もガンも薄毛も全てここから
体を土台から改善する水の飲み方
講師：株式会社ココンペンテ 代表
 　　  shikita lab 所長　　式田 知子氏

ここからは自論になりますが、
前回の人間関係の崩壊の観点で
核家族化が問題では？と言いま
した。生きることを学べない点
でも核家族化が問題だと思いま
す。かつて3 世代 4世代が同居
する環境では、家族の弱って亡
くなっていく姿を幾度も目にした
事でしょう。そこから子供達は “

生きること ”“ 死ぬこと ” を感じ考え学んでいたのでは
ないでしょうか？　核家族化が進んだ現在では 死か
ら離れ、汚いモノは見なくていい社会、綺麗なモノだ
け追いかける社会になっているように思えますが、皆
様はいかがお考えになるでしょうか？



（１ページより）

P4-5
ステファニー RI 会長のメッセージ。「ロータリーの大き
な強みの一つは、会員が一体となって永続的な変化を生
みだす力です。そしてロータリー財団は、変化という夢を

P28-29
これらの意味は？　ブルガリアの「47%」、ケニアの「9
～ 12 時間」、カナダの「24 億ドル」、エチオピアの「紀元
前 200 年」、グアテマラの「3.490 万ドル」。

P9-12 [この人　訪ねて ]

「世界を変える行動人」

一人のロータリアン・ロータアクタ―にスポットをあて
て紹介します。
インスタグラム「ジャパニーズ・エチケット」で外国人
向けに情報を発信している和のインフルエンサー七條公
光子さんを紹介。

P4-8 [SPEECH]
各地で行われた講演を紹介。津田塾大学学長 ( 元財団
奨学生 ) 高橋裕子さんの講演。新札の津田梅子の話と自
身の奨学生での体験。

P38 [ エバンストンだより]
・2026-27 年度 RI 会長　サンクー・ユン氏
  ( 韓国・ソウル ) 会長ノミニー宣言。
･ロータリー、ガザでのポリオ対応に資金援助。
・今までの「ロータリーショーケース」が「奉仕プロジェ
   クトセンター」に移行しました。

全ロータリアン数 (1,155,898⇒1,163,664 人 )、クラ
ブ数 (36,578⇒36,635 クラブ ) などの統計。野生株ポリ
オ症例数 (2024/9/29 現在 2ヵ国 33⇒40 名 7 月から
増加が続いています。)

ステファニー RI 会長のメッセージ。「ロータリーの大き
な強みの一つは、会員が一体となって永続的な変化を生
みだす力です。そしてロータリー財団は、変化という夢を
実現させるのを支えます。」「11 月はロータリー財団月間
です。この機会にぜひ財団についてより良く知り、関心の
ある活動を追求してはいかがでしょうか。」「「ロータリー
のマジック」はふいに現れるものではありません。それは、
私たちが新会員を迎えるたび、生み出されるのです。ロー
タリー財団への支援にご協力ください。そして力を合わせ
てより良い世界を築いていきましょう」

￥2,000-　　　　　　累計　￥91,000.-
委員　藤井　経悟

水 間 会員 本日のクラブフォーラム、仕事の関係で出
席できません  須田委員長、ごめんね

秀島 会 員 トランプ大統領の圧勝も驚きましたが、平
均的アメリカ人はセレブもLGBTも関係な
いということでしょうね

累計　￥233,000.-￥3,000.-

みなさま、こんにちは。
本日より食事の提供タイミングを早めていただきまし

た。
ゆっくりお過ごし頂けるかと思います。

幹事報告です。
10月29日、臨時理事会において次年度の理事、役員

の選出について承認されました。
11月12日、第11回理事会において審議決定された件

をお知らせいたします。

1.今後の、理事・役員の適格条件については、規定委
員会に相談することとなった 
2.特別事業部門クラブフォーラムについて以下の内容
をテーマとする
　・40周年記念事業／日本語作文コンクール過去優
     秀賞作品の冊子化について
　・国際交流基金の今後の活動方針について
　・海外友好クラブについて
　・クラブ名称変更の可能性について
3.区民まつり収支報告が稲垣副委員長よりあった
4.９月・１０月会計報告が幹事の中森よりあった 
5.その他
　・稲垣会員よりやまと様の「ええもんマップ」の報告
     があった
　・来年1月の予定のやまとでの新年会準備をはじめる
　・山崎会員について次年度地区役員にクラブ奉仕
     拡大増強委員として出向いただく

先月米山月間には、地区副委員長の松田振興様と
学友会の呉　偉偉会長にお越しいただき、米山奨学
事業についてお話しをして頂き皆さんには、多少のご
理解を頂けたと思います。しかし残念ながら米山奨
学委員会に対する寄付の状況は現在のところあまり
芳しくありません。まだ半期が過ぎようとしているとこ
ろです、是非米山奨学事業をご理解頂き予算達成出
来ます様ご協力宜しくお願い致します。

米山奨学委員会報告 委員長　   中村　浩一

「ロータリーの友」 11月号 記事紹介
広報・IT・会報・雑誌委員会報告

幹事報告 幹事：中森　恭平



担当：鳥居会員

本日、皆さんで検討したいのは下記のテーマとなります。

■テーマ１
40周年記念事業　
日本語作文コンクール過去優秀賞作品の冊子化

吉羽会長のご説明
日本語作文コンクールは、日本語スピーチと並びうるコ

ンテンツであり読む者の心に良い刺激を与えるコンテンツ
である。これを今後、鶴見ＲＣ会員のみならず、若者に
読んでもらえる事業にしたい。
＜４０周年にあたって＞
過去の作品を製本化し、関係外部に配る事業を行うこと

で、鶴見ＲＣの奉仕活動の紹介となり、また上記の意志
を示す機会となる。

■テーマ２
国際交流基金　今後の活動方針案　
日本語作文コンクールをより開かれたイベントにする案

秀島国際交流基金運営委員会委員長のご意見
クラブの奉仕活動の基本は関心と意欲を持ってもらう事
だと思います。
そのバロメーターは参加人数と寄付額でしょう。厳しい

ことを言えばいずれの分野でも大変に低調です。
コロナの前は日本語教育センターから鶴見区民まつりや
国際交流の集いにご参加頂き、大変に盛り上がっていまし
た。
奉仕活動がコロナに負けてはいかんと思いますので、ま

ずはコロナ以前に戻すことを計画するべきでしょう。
新規事業を始めるにしても、よほどのことが無い限り、

日本語作文コンクールを止めるべきではないと思います。
継続は力なりです。新規事業を始めるとしたら、日本の

若者に働きかける国際交流活動だと考えます。
今の日本は、若者の内向きが社会問題です。
参考になる奉仕活動としては、僕が永年理事・評議

卓 話

11月19日【1846回】

会員数　 　 　 　 2 7 名
（内出席規定免除  8名）

出席会員   18名中 12名

出席免除会員  8名中  4名

休止会員 　　　　　1名

出 席 率 12/21 72.73%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 16名

前々回  18/21 Ｍ/Ｕ 1名

修正出席率 10月29日 277.27%

員を拝命する（公財）日本ユースリーダー協会の「とびだ
せ若者プロジェクト（GET）」が有ります。
しかし、現地ネットワーク、現地プログラム、安全性確保・
保険など独自に始めるには重すぎる事業です。そのような
活動を進めている団体に協力する形で始めても良いのでは
ないかと思います。

■テーマ３
海外友好クラブと提携する案

須田長期計画委員長の説明
私が来年会長に就任するにあたり、かつて国際の鶴見と

呼ばれていたクラブを彷彿させるように多少なりとも国際色
豊かなＲＣになればと、友好クラブを増やしたらどうだろう
と思い、お父様がかつてタイ国パタヤビーチＲＣの会長を
務めていた日本在住のタイ人の友人に声を掛けました。
早速彼が、お父様に問い合わせたところ、お父様はす

でに退会されており代わりに親しい友人が所属されてい
る、パタヤから車で３０分ぐらいの距離にあるレムチャバ
ンＲＣの現会長を紹介して頂き、メールで軽く挨拶を交わ
した程度ですが、また来年にでも、本格的に情報を交換し
ましょうとなりました。

■テーマ４
クラブ名称の変更の可能性について
中森幹事のご説明
クラブ名、変更について。
もちろん軽い思いで提案しているわけではございませ

ん。これまで積み上げてこられた40年の歴史の中で、過
去には”国際の鶴見”と名を馳せた時代もあったかと思いま
す。
しかしながら時代は移り会員減少に頭を抱え、会員増強
に奔走しているのが現状ですが、やはり地域名と紐づいた
クラブ名ではなかなか入会まで通すことができないのが実
状です。
この度、40周年を機に目的や意義を示したクラブ名に
変更するのはどうか？と提案させていただきます。
尚、過去の事例として東京世田谷南RCが2021年に50

周年事業として「東京クロスシティ RC」に変更されていま
す。約100名の全会員の決定承認に1年半ほどかかった
そうです。
おそらく今後、会員増強のためにも名称変更するクラブ

が世界中で増えてくるのでは？と予測しております。

担当：須田会員

クラブフォーラム
特別事業部門
クラブフォーラム
特別事業部門




